


会計区分�

健全化判断比率�

―�

―�

  21.8％
�

187.3%

早期健全化基準�

15.0％�

20.0％�

25.0％�

350.0％�

◎健全化判断比率はいずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。
�

鏡石町の健全化判断比率等の公表�

各会計歳入歳出決算額�
歳入�

財政健全化の概要�

単位：千円�

歳出�

一 般 会 計 �

国民健康保険特別会計�

老 人 保 健 特 別 会 計 �

介 護 保 険 特 別 会 計 �

土地取得事業特別会計�

工業団地事業特別会計�

鏡石駅東第1土地区画整理事業特別会計�

公共下水道事業特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

育英資金貸付費特別会計�

　 小 計 　 �

4,105,526�

1,311,096�

978,490�

575,024�

3,284�

80,549�

65,124�

467,383�

63,673�

11,178�

7,661,327�

230,670�

39,250�

269,920�

7,931,247

4,046,366�

1,257,089�

978,486�

544,593�

3,267�

78,774�

63,804�

460,180�

61,830�

10,682�

7,505,071�

207,330�

136,145�

343,475�

7,848,546　 合 計 　 �

収 益 的 �

資 本 的 �

　 計 　 �

上 水 道 �

事 業 会 計 �

　昨年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関
する法律」が公布され、地方公共団体は、毎年度、
健全化判断比率及び資金不足率を審査した上、議
会に報告するとともに、住民に対し公表すること
が義務付けられました。�
　各地方公共団体は、健全化判断比率などにより、
「健全段階」、「早期健全化段階」、「財政再生
段階」の３つの段階に区分され、早期健全化段階
や財政再生段階になった場合には、それぞれの計
画に従って財政健全化を図ることになります。�

起
債
の
償
還
額
が�

　
ピ
ー
ク
を
迎
え
る�

義
務
的
経
費
の
増
加�

����

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
決
算
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
地
方
財
政
は
、
税
源
移
譲
に
よ

る
地
方
税
収
が
増
え
た
も
の
の
、

一
般
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
都
市
基
盤
・
生
活
環

境
の
整
備
、
住
民
生
活
の
充
実
、

産
業
・
教
育
文
化
の
振
興
、
行
政

運
営
の
健
全
化
を
基
軸
と
し
て
各

種
事
業
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
は
起
債
の

償
還
額
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
普
通

会
計
で
７
億
５，

８
８
２
万
円
（
対

前
年
度
１
・
５
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
償
還
額
、
残
高
は
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
起
債
に
対
す

る
償
還
が
今
後
も
財
政
を
圧
迫
し

続
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
さ

ら
に
計
画
的
な
財
政
運
営
が
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
の
決
算
額
で
は
歳
入

41
億
５
５
３
万
円
（
前
年
比
５
・

８
％
減
）
、
歳
出
40
億
４，

６
３

７
万
円
（
前
年
比
５
・
０
減
）
と

な
り
、
最
終
的
に
は
５，

８
６
１

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。�

　
上
水
道
事
業
会
計
を
除
く
全
会

計
の
総
決
算
で
は
、
76
億
６，

１

３
３
万
円
の
歳
入
に
対
し
て
、
75

億
５
０
７
万
円
の
歳
出
と
な
り
ま

し
た
。�

����

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
主
な

も
の
は
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
２

項
目
は
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
が

60
％
以
上
と
な
る
な
ど
、
地
方
自

治
体
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
は
、
制
度
改
革
に
よ
り
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
地
方
税
な
ど

の
自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。�

　
一
方
、
歳
出
は
、
道
路
整
備
事

業
、
成
田
ほ
場
整
備
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
の
事
業
継
続
や
、

社
会
保
障
関
係
費
、
各
特
別
会
計

へ
の
拠
出
金
な
ど
の
義
務
的
経
費

な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
毎
年
必
ず

必
要
な
経
費
で
、
全
体
の
予
算
に

占
め
る
割
合
も
増
え
て
お
り
、
そ

の
他
の
事
業
に
対
す
る
予
算
の
割

合
が
減
る
た
め
、
財
政
の
硬
直
化

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
平
成
19
年
度
各
会
計
決
算
議
案
が
９
月
定
例
議
会
に

提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
上
下

水
道
事
業
会
計
を
除
く
全
会
計
の
総
決
算
で
は
、
75
億

５
０
７
万
円
（
前
年
比
３
・
５
％
）
の
歳
出
と
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

た
の
か
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

【一般会計】町の中心となる会計で、行政を運営
するための基本的な経費を計上した会計のこと
です。�
【地方債】事業を行うため市町村が借りるお金の
ことです。�
【地方税】町民のみなさんや町内に事業所を持つ
法人などに納めていただく税金のことです。�
【繰入金】お金を積み立てていた基金などから繰
り入れるお金のことです。�
【国・県の支出金】町が行う特定の事業に対して
国や県から交付されるお金のことです。�
【普通会計】総務省が定める会計区分のひとつで、
一般会計、特別会計で経理する事業の範囲が自
治体ごとに異なるため、統一的な基準で整理し
て比較できるようにした統計上の区分です。�
【扶助費】社会保障制度の一環として、児童、老
人、生活困窮者を援助するための経費�

財政用語解説�

特集�

19年度会計�

2�3�
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20
回
目
の
記
念
大
会
と
な
る

市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
、

11
月
16
日
（
日
）
白
河
市
を
ス

タ
ー
ト
し
、
県
庁
ま
で
の
16
区

間
９
６
・
２
km
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
今
回
の
大
会
に
は
、
51
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
鏡
石
町
は
、
町
花
あ

や
め
の
紫
色
が
基
調
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
、
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は
17

番
で
す
。
第
４
中
継
所
と
な
る

鳥
見
山
陸
上
競
技
場
を
先
頭
の

チ
ー
ム
は
午
前
９
時
頃
に
通
過

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
選
手
団
を
激
励
す
る
結
団
式

が
10
月
27
日
（
月
）
町
公
民
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
体
育
協
会
長
の
佐
藤
靖
弘
監

督
が
「
勝
ち
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
全
面
に
出
し
て
頑
張
っ
て

き
ま
す
」
と
町
の
部
優
勝
へ
向

け
た
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
選
手
一
人
ひ

と
り
が
力
強
く
抱
負
を
述
べ
、

木
賊
町
長
、
仲
沼
義
春
町
議
会

議
長
が
激
励
の
こ
と
ば
を
掛
け

ま
し
た
。�

　
佐
藤
節
雄
団
長
が
「
優
勝
へ

向
か
っ
て
選
手
は
頑
張
っ
て
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
決
意
を
表
明
し
、

山
田
喬
兵
主
将
の
音
頭
で
鬨
の

声
を
挙
げ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
大
会
で
、
佐
藤
監
督
、

諸
橋
健
司
選
手
が
第
１
回
大
会

か
ら
連
続
20
回
の
出
場
と
な
り

ま
す
。
結
団
式
で
は
、
祖
母
で

１
０
１
歳
の
諸
橋
タ
ケ
さ
ん
か

ら
諸
橋
健
司
選
手
へ
花
束
が
贈

呈
さ
れ
る
演
出
が
あ
り
、
会
場

を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。�

ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は
17
番�

一
致
団
結
し
て
町
の
部
優
勝
を�

デザイン：絵本造形作家�
　　　　　　　　　菊地　清 さん�

101歳のタケさん（写真右）から花束を受ける諸橋選手（写真左）�

ガンバレ鏡石町チーム�

第20回市町村対抗福島県縦断�駅伝競走大会�

と
き�

4区（学法石川高2年）�
斎藤一樹さん�

団長（教育長）�
佐藤節雄�

5区（学法石川高1年）�
鈴木勇真さん�

監督（(有)岡設備工業）�
佐藤靖弘さん�

6区（自衛隊郡山）�
諸橋健司さん�

コーチ（鏡石中学校）�
高橋英二さん�

7区（鏡石中2年）�
圓谷幸太さん�

コーチ（鏡石町役場）�
森尾知之さん�

8区（鏡石中3年）�
星　丞さん�

1区（学法石川高1年）�
遠藤菜央さん�

9区（鏡石中2年）�
針生　結さん�

2区（田村高2年）�
佐藤優彰さん�

10区（自衛隊郡山）�
井上寿弥さん�

3区（鏡石中2年）�
村越吉倫さん�

選手団（清陵情報高3年）�
遠藤浩紀さん�

選手団（鏡石中3年）�
西牧和希さん�

選手団（鏡石中3年）�
渡辺雄太さん�

選手団（鏡石中2年）�
大波淳宏さん�

選手団（鏡石中1年）�
根本悠太さん�

16区（郡山東高2年）�
堀金悠太さん�

選手団（鏡石中2年）�
齋藤優花さん�

選手団（東レフィルム加工（株））�
三宅　徹さん�

選手団（鏡石中1年）�
渡辺あゆみさん�

選手団（自衛隊郡山）�
今泉　宏さん�

13区（ふじ整骨院）�
山田喬兵さん�

14区（郡山東高2年）�
鈴木悠太さん�

11区（東京農業大3年）�
飛澤菜見子さん�

15区（鏡石中2年）�
大河原夏美さん�

12区（自衛隊郡山）�
星　伸宏さん�

GOALGOALGOAL本
宮
町�

（株）
白
岩
屋
商
店
前�

大
玉
村�

（株）
イ
イ
ジ
マ
前�

二
本
松
市�

安
達
支
所
内�

二
本
松
市
役
所
内�

松
陵
中
学
校
前�

福
島
大
学
入
口�

福
島
県
庁�

第
11
区�

第
12
区�

第
13
区�

第
14
区�

第
15
区�

第
16
区�

5.7km

3.4km

7.0km

4.8km

8.4km

3.9km

ゼ
ノ
ア
ッ
ク�

日
本
全
薬
工
業
前�

日
和
田
平
成
記
念
郡
山�

こ
ど
も
の
も
り
公
園
入
口�

開
成
山
陸
上
競
技
場
内�

行
健
小
学
校
内�

第
６
区�

第
７
区�

第
８
区�

第
９
区�

第
10
区�

5.4km

5.4km
3.0km

8.3km

9.2km

STARTSTART

白
河
総
合
運
動
公
園�

陸
上
競
技
場�

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河�

大
沼
体
育
館
前�

矢
吹
町
役
場
内�

鳥
見
山
陸
上
競
技
場
内�

須
賀
川
市
役
所
内�

泉
崎
さ
つ
き
公
園
入
口
前�

第
１
区�

第
２
区�

第
３
区�

第
４
区�

第
５
区�

4.0�
  km

8.2km

5.8km

6.4km

7.3km

（96.2km）�

※選手の体調により、メンバーが変更する場合があります。�

福島県縦断駅伝コース図・選手団�

45



11月30日（日）午前８時から午前９時まで役場駐車場で開催します。�朝市の開催� 燃えるごみは、水をよく切ってから町指定のごみ袋で出してください。�ごみは分別を� 67

木賊統監から通常点検を受ける団員�

一糸乱れぬ訓練を披露�
＝町消防団秋季検閲式＝�

　町消防団の秋季検閲式は10月19日（日）鏡石中学校

校庭で行われ、団員80人が出動しました。開会にあ

たり木賊政雄統監、大河原正雄団長が訓辞を述べ、

続いて勤続章７人、精勤賞７人に賞状が授与されま

した。通常点検、機械器具点検では木賊統監始め来

賓の方々が中隊の列、ポンプ車など車両の列を回り

点検されました。その後、団員は中隊訓練、分列行

進を披露しました。�

コミュニティセンター内に設置されたAED

剣の舞を奉納する会員�

ＡＥＤ設置台数大幅に増える�
＝学校などにＡＥＤを設置＝�

　全国的に公共施設などへの設置が進められている

自動対外式除細動器（ＡＥＤ）が町コミュニティセ

ンター、町内小・中学校に４台設置されました。Ａ

ＥＤは、一般の人でも使用できるように設計されて

いる医療機器です。これまで、町内には役場など５

台のＡＥＤが設置されていましたが、今回の４台を

合わせると合計９台が公共施設への設置が完了しま

した。�

無形文化財太々神楽を奉納�
＝熊野神社秋季例大祭＝�

　熊野神社秋季例大祭は、10月４日（土）熊野神社

にて行われ、町の無形文化財に指定されている熊野

神社太々神楽の舞が奉納されました。当日は、「幣

の舞」、「剣の舞」、「扇の舞」や「三方の舞」が

奉納され、五穀豊穣などが祈願されました。太々神

楽は戦後、しばらく途絶えていましたが、昭和51年

に地域の青年によって復活した貴重な郷土芸能です。�

ソフトボール日本代表上野投手と記念撮影�

木賊町長 秋の園遊会に出席�
＝2008年秋の園遊会＝�

　天皇、皇后両陛下ご主催の秋の園遊会が10月23日

東京・元赤坂の赤坂御用地で開かれ、木賊町長が出

席しました。園遊会は、各界の功績者や自治体の首長、

その配偶者計約1,600人が出席し開催されました。当

日は東京・元赤坂の赤坂御苑で、招待客が庭園を散策。

飲み物のほか、軽食がふるまわれ、天皇両陛下、皇

太子殿下はじめ皇族方が会場を回ってねぎらいの言

葉を掛けられました。�

ゴール目指して一生懸命走る児童�

一小、二小が陸上で交流を深める�
＝小学校陸上交歓会＝�

　10月16日（木）鳥見山陸上競技場において小学校

陸上交歓会が開催されました。開会式では、一小６

年の矢吹昂くんが元気に選手宣誓をしました。競技

は100　走や対抗リレー、走り幅跳びなど13種目が行

われました。交歓会の前にはトップアスリートによ

る陸上教室が行われ、児童はレベルの高い競技に触

れ刺激を受けていました。�

楽しみながら調理に取り組む児童�

講演会は中学校生徒も聴講�

料理って楽しいな�
＝鏡石保育所食育教室＝�

　町食生活改善推進員（ヘルスメイト）は、10月20

日（月）ふれあいの森公園で鏡石保育所の児童に対

し食育教室を開きました。今回の教室は「料理の楽

しさを知ろう」をテーマに行われ、じゃがいもピザ、

焼きおにぎり、串焼きなどを調理しました。児童は

初めての調理に苦戦しながらも、料理の楽しさを学

んでいました。ヘルスメイトでは、幼稚園児などを

対象とした食育教室を定期的に行っています。�

子どもの「食」を考える�
＝教育講演会＝�

　町内の公立幼・小・中学校の教員で構成されてい

る町教育研究会は、10月22日（水）鏡石中学校体育

館で教育講演会を開催しました。講師に食育コーデ

ィネーター大村直己さんを招き、「子どもの“気”

を育む“食育”とは？」を演題に講演会が行われま

した。大村さんは食の基本などに触れ、地産地消や

主菜と副菜の重要性について講話されました。�

遠藤さんの熱心な指導に耳を傾ける中学生�

元プロ野球選手野球教室など開催�
＝スポーツフェスティバル＝�

　10月26日（日）鳥見山陸上競技場などを会場にス

ポーツレクリエーション大会（主催：町総合型スポ

ーツクラブ設立準備委員会）が行われました。ニュ

ースポーツや元大洋ホエールズ遠藤一彦さん、元読

売巨人軍伊藤博康さんによる野球教室が行われました。

野球教室の参加者は元プロ野球選手の技を盗もうと

熱心に指導を受けていました。�



たばこ税は貴重な町の財源です。�たばこの購入は鏡石町で�

広　　　告� 広　　　告�

タボ市�

　今月号は、タイ王国出身の市川さんにお話しを伺い

ました。�

　市川さんは、日本人のご主人と一緒に中央で焼肉ダ

イニングあじ庵を営まれておられます。出身はタイの

東北部に位置するラオスとの国境のまち、ノンカイ県

タボというところです。市川さんは故郷を「見渡す限

りの田んぼや畑が広がる田舎町ですよ。バナナやヤシ

の木、米などが栽培されています。スコールが降ると

いつも停電して困ってしまいますよ」と話してくださ

いました。�

　市川さんは日本でのお葬式に参列して「日本人の交

通マナーの良さに驚きました。タイでは信号無視、割

り込みなんて当たり前ですから」とカルチャーショッ

クの体験談を話していらっしゃいました。�

　また、「最初は外国人という目で見られていたよう

ですが、最近では知り合いも増えて親切な人も多いで

すよ。学校や駅も近くていい町ですね」と鏡石町の印

象を話してくださいました。まちづくりについて尋ね

ると「町外に出てしまう若者が多いので、もっと魅力

的で元気なまちになるといいですね」と答えてくださ

いました。�

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。
故郷の思い出を語ってみませんか。お問い合わせは、
町総務課（　62-2111）までお電話ください。�

市川マナートさん（中央）�市川マナートさん（中央）�

ふくしま多文化共生サポーター養成講座�
　財団法人福島県国際交流協会では、通訳・翻訳・外国出身
者への日本語学習、または国際理解口座の講師をしていただ
く「ふくしま多文化共生サポーター」の養成講座を次の日程
で開催します。�

◎白 河 会 場　日時　11月22日（土）午前10時～午後4時�
　　　　　　 　　会場　白河地域職業訓練センター��
◎郡 山 会 場　日時　11月23日（日）午前10時～午後4時�
　　　　　　　　会場　郡山市労働福祉会館��
◎問い合わせ先 （財）福島県国際交流協会��
　　　　　　　　 　024―524―1315

　現在の私たちの快適で便利な生活は、石油や石炭な
どの化石燃料の消費によって支えられています。�
　しかし、化石燃料を使うとCO2（二酸化炭素）など
が大量に発生し、「温室効果ガス」として地球の環境
のバランスを崩し、温暖化に向かわせていることは誰
もが知る事実となっています。�
　この美しい地球の環境を子々孫々まで引き継いでい
くことは私たちに科せられた責務です。私たちが普段
の生活で二酸化炭素をなるべく排出しないように心がけ、
削減に努めることが大切です。�
　　　　知っているから「している」へ�
　　　　　　　　　　出来ることから今すぐに�
　それでは、CO2削減のために何が出来るでしょうか。�
・車の使用を控え、電車やバスの利用、また、体のた
めに自転車利用や徒歩もお勧めします。�

・エアコンの温度設定は、冷房は１℃高く、暖房は１
℃低く設定しましょう。�

・水道やシャワーの流しっぱなしをやめましょう。また、
お風呂の残り湯は洗濯や庭木の水やりなどに活用し
ましょう。�

・電気やテレビのつけっぱなしをやめ、こまめにスイ
ッチを切りましょう。�
　このような身近な実践で年間約170kgものCO2が
削減出来るそうです。�
　みんなでCO2を削減し、地球環境を守りましょう。�
「まだ見ぬ我が子孫のために」�

◎問い合わせ先　健康福祉課　　62－2115

20年�
鏡石町の�

ゴミ収集実績�

9月の収集量（t）�

燃 え る ゴ ミ �

燃えないゴミ�

合 計 �

資 源 物 �

324.1�

6.8�

330.9�

16.2

19年�

285.2�

7.6�

292.8�

22.6

前年対比�

113.6％�

89.5％�

113.0％�

71.7％�

9月は前年に比べ38.9tも増えてしまいました。�
ゴミの減量化にご協力下さい。�
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子
育
て
は
、
多
く
の
楽
し
さ
や

や
り
が
い
が
あ
る
一
方
で
、
様
々

な
悩
み
や
不
安
も
伴
っ
て
い
ま
す
。

親
子
関
係
、
地
域
で
の
孤
立
感
な

ど
一
つ
の
要
因
だ
け
で
な
く
複
数

の
要
因
が
重
な
り
合
い
、
時
に
子

ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
健
や

か
に
育
て
る
た
め
に
家
庭
だ
け
で

な
く
、
学
校
や
地
域
全
体
で
の
子

育
て
へ
の
役
割
も
大
切
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。�

　
児
童
虐
待
は
、
近
年
、
相
談
件

数
と
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
虐
待
を
引
き
起
こ
す
要
因
は

様
々
で
す
が
、
そ
の
一
つ
に
地
域

で
の
孤
立
感
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
乳
児
の
子
育
て
を
行
っ
て
い

る
と
家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
や

す
い
と
言
わ
れ
、
常
に
子
ど
も
と

い
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い
る
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
ほ
か
の
子
ど
も

と
比
較
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
人

間
関
係
に
悩
ん
だ
り
、
な
か
な
か

思
い
ど
お
り
の
子
育
て
は
難
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き

は
家
族
や
友
人
に
相
談
し
て
助
け

を
求
め
る
こ
と
も
大
切
な
子
育
て

の
一
つ
で
す
。�

　
町
で
は
、
鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

内
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。�

　
つ
ど
い
の
広
場
は
、
気
軽
に
好

き
な
時
間
に
来
て
、
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
開
所
日
は
、
乳
幼
児
の
健
診
な

ど
保
健
事
業
の
あ
る
時
を
除
い
て

月
、水
、金
の
週
３
日
間
で
、
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

で
す
。
毎
月
、
子
育
て
や
遊
び
に

関
す
る
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
利
用
で
き
る
の
は
、
乳
幼
児
と

両
親
だ
け
で
は
な
く
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ご
一
緒

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
は
無
料
で
す
。
（
子

育
て
講
座
参
加
の
場
合
に
一
部
負

担
金
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
）�

　
つ
ど
い
の
広
場
は
、
子
ど
も
の

遊
び
場
や
保
護
者
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に
、
子

育
て
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
素
朴
な

疑
問
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
つ
ど
い
の
広
場�
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４
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◎
児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
連
絡
・

相
談
窓
口�

県
中
児
童
相
談
所�

　
０
２
４
―
９
３
５
―
０
６
１
１�

町
健
康
福
祉
課�
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―
２
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１
５�

子育て講演会�
　県では、子育て支援県民運動の一環として、
次のとおり子育て講演会を開催します。入場料
無料ですので、是非ご参加ください。�
◎日時　11月16日（日）　12時30分から�
◎会場　田村市文化センター�
◎講師　アイエルワイ代表　　鈴木　稔　氏�
◎演題　「言うことをきかない子どもの対応法　
　　　　 ～感情的にならない子育てのコツ～」�
◎問い合わせ先�
　県中保健福祉事務所　　７５―７８０９�

「家庭菜園」基礎講座�

　元気な土と健康づくり、�
　　　　　大人の食育始めてみませんか？�
�
１　実施日時（5回コース）�
　＜第1回＞　　11月18日（火）9時30分～11時30分�
　＜第2回＞　　11月25日（火）　　〃�
　＜第3回＞　　12月９日（火）　　〃�
　＜第4回＞　　12月16日（火）　　〃�
　＜第5回＞　　１月20日（火）　　〃�
２　会　場　　町勤労青少年ホーム�
３　定　員　　20名�
４　講　師　　石井孝幸　氏�
　　　　　　　（財）自然農法センター菜園アドバイザー�
５　受講料　　1,000円（テキスト代）　　�
６　主　催　　ＥＭエコ鏡石　鏡石町健康推進員会�
７　申込み　　ＥＭエコ鏡石代表・渡辺タミ　�
　　　　　　　　  62－5400　�



　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

21
年
度
の
町
立
鏡
石
幼
稚
園
の

園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。
併
せ
て
、
預
か
り
保

育
の
園
児
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

（
※
な
お
、
成
田
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
は
、
休

園
し
ま
す
。
）�

◎
募
集
人
数
（
４
・
５
歳
児
）�

・
鏡
石
幼
稚
園
　
１
２
０
名�

◎
入
園
資
格�

・
４
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
幼
児
）�

・
５
歳
児
（
平
成
15
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
幼
児
）�

◎
入
園
料
　
　

２，
０
０
０
円�

◎
保
育
料
　
月
額
４，
０
０
０
円�

◎
そ
の
他�

　
入
園
後
は
、
保
育
料
の
ほ
か

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等
が
か
か
り
ま
す
。�

◎
預
か
り
保
育�

　
入
園
し
て
い
る
園
児
に
つ
い

て
、
両
親
が
職
業
を
持
つ
な
ど

家
庭
保
育
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
預
か
り
保
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。�

◎
預
か
り
保
育
料
　
１
１，

０

０
０
円
（
保
育
料
と
は
、
別
に

か
か
り
ま
す
。�

◎
応
募
方
法�

　
町
教
育
委
員
会
教
育
課
（
町

公
民
館
内
）
に
備
え
付
け
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
町
教
育
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
提
出
の
際
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
電
子
申
請
で
も
申
請

を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

◎
受
付
期
間�

　
11
月
21
日
（
金
）
か
ら
12
月

８
日
（
月
）
ま
で�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
教
育
委
員
会
教
育
課�
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―
３
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建
物
を
建
て
る
と
き
に
は
、
「
建

築
確
認
申
請
」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
建
築
確
認
申
請
と
は
、

建
築
物
を
新
築
・
増
改
築
す
る

前
に
、
そ
の
計
画
が
建
築
基
準

法
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
申
請
書
で
県
や
指
定
確

認
検
査
機
関
に
て
確
認
を
受
け

る
事
で
す
。�

　
こ
れ
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る

確
認
済
証
が
な
け
れ
ば
当
該
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。�

　
さ
ら
に
、
当
該
確
認
申
請
ど

お
り
に
当
該
工
事
が
行
わ
れ
た

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
必
ず

工
事
完
了
検
査
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
申
請
に
必
要
な
建
築
物

と
は
、
土
地
に
定
着
す
る
工
作

物
で
、
屋
根
と
柱
、
屋
根
と
壁

が
あ
る
も
の
で
す
。
コ
ン
テ
ナ

や
プ
レ
ハ
ブ
も
利
用
形
態
に
よ
っ

て
は
建
築
物
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
建
築
物
を

建
築
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

地
域
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
法

律
や
条
令
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

違
反
建
築
物
と
な
ら
な
い
よ
う

に
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

※
違
反
建
築
物
の
場
合
、
取
り

壊
し
命
令
等
の
措
置
も
あ
り
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
都
市
建
設
課
　�
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―
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鏡
石
環
境
を
考
え
る
会
で
は
、

次
の
と
お
り
発
足
10
周
年
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

◎
日
時
　
11
月
18
日
（
火
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜�

◎
場
所
　
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

◎
内
容
　
地
球
温
暖
化
防
止�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
鏡
石
環
境
を
考
え
る
会�

　
　
　
　
　
　
　
62
―
５
１
１
１�

　
町
文
化
講
演
会
実
行
委
員
会
で

は
、
次
の
日
程
で
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。�

　
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。�

◎
講
師
　
舞
の
海
秀
平
氏（
ス
ポ
ー

ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）�

◎
演
題
　「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
」�

◎
日
時
　
11
月
26
日
（
水
）�

������

　
開
場
　
午
後
５
時
30
分�

　
開
演
　
午
後
６
時
30
分�

◎
会
場
　
鏡
石
中
学
校
体
育
館�

◎
入
場
整
理
券
　
５
０
０
円
（
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

※
入
場
整
理
券
は
、
町
公
民
館
、

町
商
工
会
、
町
内
各
金
融
機
関
な

ど
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
公
民
館�
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11月20日（木）、12月７日（日）午後１時30分から３時30分まで町勤労青少年ホームで開催�町民相談日程�

◎
読
み
聞
か
せ
会�

・
日
時
　
11
月
15
日
（
土
）�

　
午
前
10
時
30
分
か
ら�

・
話
し
手
　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
　
「
あ
ゆ
み
ら
い
」�

・
内
容
　
絵
本
『
し
ず
か
な
お

は
な
し
』
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か�

◎
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な

し
会�

・
日
時
　
11
月
26
日
（
水
）�

　
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で�

・
内
容
　
絵
本『
お
い
し
い
も
の

た
べ
た
ら
』
の
読
み
聞
か
せ
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
遊
び
な
ど�

・
対
象
者
　
就
園
前
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
の
方�

◎
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー�

　
11
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は

「
文
学
賞
受
賞
作
品
」
で
す
。�

　
読
書
の
秋
に
名
作
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
直
木
賞
や
芥
川

賞
な
ど
の
文
学
賞
を
受
賞
し
た

歴
代
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
い

た
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
図
書
館�
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矢
吹
原
土
地
改
良
区
で
は
、

平
成
21
年
４
月
１
日
採
用
の
高

卒
程
度
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。�

◎
募
集
職
種
　
公
務
員
の
行
政

職
に
相
当
す
る
専
任
職
員
（
庶

務
係
お
よ
び
事
業
係
の
い
ず
れ

か
に
所
属
）�

◎
採
用
人
数
　
若
干
名�

◎
受
験
資
格
　
昭
和
54
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
普
通
自
動
車
第
一
種

免
許
を
有
す
る
も
の
（
高
卒
見

込
の
場
合
は
取
得
見
込
可
）�

◎
試
験
の
期
日
・
内
容�

　
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・

各
種
適
正
検
査
）�

　
平
成
20
年
12
月
６
日
（
土
）�

　
第
２
次
試
験
　
（
小
論
文
・

面
接
）
※
第
１
次
試
験
合
格
者�

◎
受
験
手
続
　
受
験
申
込
書
・

各
種
書
類
の
提
出
に
よ
り
出
願

し
ま
す
。�

◎
受
験
申
込
期
間�

　
平
成
20
年
11
月
10
日
（
月
）

か
ら
11
月
21
日
（
金
）
ま
で�

◎
試
験
実
施
要
領
・
申
込
書�

　
土
地
改
良
区
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
郵
便
に
よ
る
請
求
の
場

合
は
、
任
意
の
用
紙
に
、
試
験

実
施
要
領
お
よ
び
受
験
申
込
書

を
請
求
す
る
旨
を
記
入
し
、
氏
名
、

住
所
、
平
日
の
日
中
の
連
絡
先

を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒（
返
信
先
の
住
所
、

氏
名
を
必
ず
記
載
）
を
同
封
し

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
返
信
用

封
筒
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は

受
験
申
込
書
を
送
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

◎
問
い
合
わ
せ
先�

　
矢
吹
原
土
地
改
良
区�
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矢
吹
原
土
地
改
良
区
職
員
を
�

募
集
し
ま
す
�

◎ペアレントクラス�
日時　11月14日(金)、21日(金)�
　　　　　 28日(金)午後6時30分～�
場所　町保健センターなど�
◎健康セミナー�
日時　11月18日(火)午後1時30分～�
場所　町勤労青少年ホーム�
内容　食事バランスについて�
◎３～４か月児健康診査�
日時　11月19日(水)午後1時30分～�
場所　公立岩瀬病院�
◎９～10か月児健康診査�
日時　11月19日(水)午後1時15分～�
場所　町保健センター�
◎つどいの広場子育て講座�
「クリスマスを飾ろう」　※申込み制�
日時　11月28日(金)午前10時～�
場所　町保健センター�
◎１・２歳児健康相談�
日時　12月５日(金)午前９時30分～�
場所　町保健センター�
◎１歳６か月児健康診査�
日時　12月12日(金)午後1時15分～�
場所　町保健センター�

乳幼児健診等のお知らせ�

11

舞の海秀平氏�

10

戸籍の窓�

地区 � 赤ちゃん � お父さん � お母さん�

地区 � 花むこさん � 花よめさん�
お　い　わ　い�

地区 � 氏　名 � 年齢�
か　な　し　み�

よ　ろ　こ　び�

町
立
鏡
石
幼
稚
園
�

園
児
募
集
�

記
念
講
演
会
を
�

　
　
　
開
催
し
ま
す
�

建
物
を
建
て
る
と
き
の
�

建
築
確
認
申
請
を
お
忘
れ
な
く
�

文
化
講
演
会
入
場
整
理
券
を
�

販
売
し
て
い
ま
す
�

－９月受付分－�

久来石　菊地　優菜　 一　稔　 早　希�

笠　石　小山　翔大　 悟　史　 恵　美�

鏡石２　阿部　爽生　 　良　　 真　紀�

鏡　田　関　　　澪　 雅　人　 友　美�

旭　町　小山　璃久　 大　輔　 まなみ�

　〃　　相樂　修斗　 孝　行　 仁　美�

笠　石�

鏡石４�

鏡　田�

笠　石　  面　川　ヒサ子　　  85�

鏡石２ 　橋　本　　　勉　　  38�

旭　町 　大和田　安　行　　  86�

　〃　 　鈴　木　貞　子　　  71

面 川 瑞 洋 �

斑 目 晃 司 �

稲 田 　 崇 �

（滝田）美　賀�

（山形）洋　子�

（大野）はるみ�

　　ゆ　な�

　しょうた�

　　 さ　き�

　　　 りょう�

　　 り　く�

　 しゅうと�

この欄への掲載を希望しない方は、届出の際に
お知らせください�
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